
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

（指摘事項等） （対応）

　今後策定する少子・人口減少社会に対応した新たな学校づくりの指針について、県内全市町村等に趣旨の説明を行い、合わせて
各市町村の抱える少子・人口減少期の教育課題について意見交換し、今後の施策に反映していく。

0 2,000 0

（予算案）

魅力ある学校づくり取組支援
補助(仮称)の実施

直接

　市町村が、人口減少期の中で住民の教育課題の
共有や、教育環境の向上に向けて取り組む事業に
対し、県が補助を行うことにより、新たな学校の基盤
づくりを支援する。

合計

H25 H26

（当初）

2,000
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事　業　名
少子・人口減少社会に対応した
活力ある学校づくり支援事業費 担

当
課
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施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状
　急速な少子化・過疎化の進行による児童・生徒数の減少、学校の小規模化により、中山間地域における教育の質の確保、児童・生徒
の人間関系の固定化や運動会等の学校行事、部活動等の停滞などが課題となっている。

県が関与
する理由

　今後、更なる児童・生徒数の減少が見込まれる中、すべての子どもたちに未来社会を担う主人公として求められる力を育成できる教
育環境を提供していくため、信州発の魅力ある新たな学校の姿や子どもたちにとって望ましい教育環境等について取りまとめ、指針とし
て示すことにより、市町村による新たな学校づくりを促進する。

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

　魅力ある新たな学校づくりには参考にすべき他県等の先進事例が欠かせないが、これらの幅
広い情報提供や市町村の取組に対する支援策を県が事業化することにより、市町村が、子ども
たちにとって望ましい教育環境の整備に取り組んでいただきやすくなるものと考えている。

4 安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H26 ～

検討中県民との協働による実施：

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容
（要求）

26要求 26予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

2,000

合計（A) 0 0 2,000 0

市町村等に
対する指針
の説明、意

見交換

ー
83

市町村等

H27
目標

補正予算

Aの
財源

当初予算

0

目標 成果 達成状況
項目

H25末
（見込）

0 0 0 2,000 0

23年度 24年度 25年度

H26

概　算
人件費

7.00

0

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

0 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 59,806

0 0 57,806 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）


